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エネルギーを
節約しよう

与えています。このような気候変動は災害だけでなく、環
境の破壊や健康リスクの増加などを引き起こし、将来世代
にわたる影響が強く懸念されます。

オフィスでも脱炭素
　市役所では、クールビズや節電、電気自動車の活用など
による二酸化炭素排出量の削減に取り組んでいます。
　令和４年度の排出量を基準値に、令和12年度までに
11％を削減する目標を掲げ、令和６年度は基準値から約
2.5％を削減しました。

問い合わせ先
環境課環境政策班（☎62-5328）

　市では、持続可能な未来を目指して、2050年までに二
酸化炭素排出量を実質ゼロにする「ゼロカーボンシティあ
さひ」を６月に宣言しました。脱炭素社会の実現に向けて
「オール旭」で取り組みましょう。

ゼロカーボンとは
　地球温暖化に影響を及ぼす温室効果ガスである二酸化炭
素の「排出量」を減らすだけでなく、森林などによる「吸収
量」を差し引いて実質的な排出量をゼロにすることです。

地球温暖化が進むと危険です
　近年、地球温暖化が原因と考えられる猛暑や集中豪雨な
どによる自然災害が頻発し、私たちの生活に大きな影響を

　エネルギーを大量に消費する生活スタイルから、環境に優しいエコな暮らし
に切り替えましょう。省エネルギー設備の設置など、市から補助金が交付され
るものもあります。補助の要件など、くわしい内容は市ホームページで確認し
てください。

◦省エネ家電への買い替え
◦節電と節水
◦クールビズとウォームビズ
◦�宅配サービスを１回で受け取る

◦エコカーに買い替え
◦公共交通機関や自転車を利用

2050年までに
二酸化炭素排出量を実質ゼロに

脱炭素社会の実現に向けて、今からできること

ゼロカーボンシティあさひを宣言

◦窓の断熱改修
◦太陽光パネルの設置
◦蓄電池の設置
◦ＺＥＨ（ゼッチ※）の導入

補助あり

補助あり

◦地産地消
◦生ごみ処理機の設置 補助あり

環境に配慮した住まいを
検討しよう

エコな交通手段に
切り替えよう

フードロスを
なくそう

※エネルギー消費量を実質ゼロ以下にする家。

熱中症リスクの上昇 大雨による冠水

エコバッグ
も使おう
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